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塁 した 商慶 盟小 板滅 珍⑳ 亘例

（第二 病饒 肉移茎夏，
三燦 二病 院病 院 病理 移，

呈懐 憾 大学 医学部 病院 病襲 秘）

番 場 彩 矛 ・ 鰯 衆 激 恵 ・ 州 肉 欝 代 鰹 ・

藤 蟹 饗 繁 ・ 安 繍 雅 矛 ・ 詫 嬢 斌 焚 ・

森 檎 樹 ・季爵羽 泥 彦∋・ 榎 本 康 弘聖〕

今 風 裁 刺ま商嬢 約醜 小擬滅 沙 馨塁 し欝 髄１こ 脳㊧脈

脇 梁 亀 上圃 憲 鰯 難 な 幼繋 墜 核 薄 球 の 糟滋脈 ＭＩ）Ｓ 様

所 箆 豪 認 め 稔 １ 例 奮 縫 験 し 恕 ⑳ で 毅 警 す る
．

療 例 は，

差臓 の 焚陛． Ｏ 鰹肉 幽滋 を童 識こ入 院． 跳 ７蟹棚，

Ｗ 既 ６，６⑪⑰ 〃， 腋 至
，

㈱ 狽． 管髄 穿鯛検 査上， ＮＣＣ

７７．３ｘユ８〉μ， 跳ｇ鼓 ３７，５メμ， 犬 塑 の 核 網 繊 細 な Ｎ／Ｃ

比 の 高 い 幼 若 細 鰹 の 増 滋 を 認 め た
．

巨 核 球 の ほ と ん ど

は 宋熟 で血 小板産 生 を示さ ず， 赤芽 球１こも異 型性 を認

め 花． ㎜ｅ総 蜘 ｒｅ 鮒 Ｓ 碗 舵 犬 塁 授 与１こ て 末 梢 血， 骨 髄

所 昆は 薯明１こ改善 し 磁小 繍ま亙 常化 し淀． 骨 髄組織 の

電 顕， 免疫縫 織掌 駒 検 勲こて幼 着綴 胞は 巨核 芽球 であ

る こ と 秘， 同 定 さ 批 淀、 幼 若 慶 核 芽 球 の 増 加 は

ａｙＳｍｅ蟹 飲 甜ｙ◎ 酌 ｅ§…Ｓ の 存 在 を 添 し て お り， 高 度 な 斑

小板 減 州 蛇 の疑 醗 と考吏 ら扱 淀．

４
．

繕核 奮合嫌 した 耳下 腺ワ ルチ ン獲 蕩の ヱ例

（簿 轟鰯 暇 麟｝ 蜘騎た く み・

畜魔 俊雄 ・繍 弗暫爽

逝隼繍 核 憾杜鐙 耀櫨 ⑳充 繋， 窒溝 泳撃 の筒上， 化 掌

療 漆の遼 鋼 こ 鰍 崎 ⑳ 穫懲 靭漢激滅 し， 矛後も 改欝 審

批て 慧稔
．

蔦 轟鰯 篠科 籟蛾１こ 捌夕る 繕核の 発療 は少 な

い も の の 蟹 篤 診 療吾こ潜ら 双 欝妾こ 念 頭１こ総 く べ 慧 湊 懲 で

ある． 今 圃紘 違１窒算下 醸農燈 鱈 蕩の 一つ である 算下 腺

ａ旋ｎｏ１ｙ㎜ｐ腕 鰍 （ワ 彩 チ ン 騒 蕩）１こ 繕 核 を 合 傍 し た １

例 を経験 した． そ の纏織 像１ま二 麿控 の好酸 性の 円柱 上

細 胞 と 籏 汎 な 壌 罷 像， 周 麗 ⑳ 肉 芽 形 成 を 認 め， 一 郡 に

ラ ン グ ハ ン ス 巨 綴 鰹 茄 認 あ ら 扱 た、 ま た 処 理 期 に 入 っ

て い た た め， そ の 数１ま極 め て 変 蝋 嚇 螢 兇 法， 並 び に

Ｚｉｅ１－Ｎｅｌｓｅな 染 亀 湊 で 長 標 淡 ⑳ 繕 核 菌 秘 認 め ら れ た．

ワル チ ン獲 激こ潟 芽反恋 串ラ ン グハ ンス 巨 細胞 を伴う

も の と し て１ま， ③ 績 梯 こよ る も の， ② サ ル コイ ド ー シ

ス に よ る も の， ③ シ ア ロ ダ ラ η 一１こお け る 造 影 剤 に

対 す る 反 旛 秘 あ１柏 批 る。 今 圃 縫 験 し 淀 の は ⑪１こよ る

もの で潜 り外 科鈎 鋤験と 衛鐙 の銃 繕核 翻の 投 割こて 経

過 観 察 瞭 で あ る．

５
．

爾 鰯顎下 駿鰻 綴発 添 し従擦 敏婁例 の 縄織 撃的検

謙

（算 轟鰯 燦 榊 曹燦 俊灘 ｝ 鵬 淀く み・

水 魯 陽 汲 ・ 籍 鰯 慈 ・ 漬 弗 哲 爽

最近 ５隼 敵こ両鰯 顎下 線魔藤 を添 し来院 し淀愚 讃２２

例 の検 討 を行っ 花． 療愚１嚢鰻 艦 顎下 鰹炎 豚 鮒 鮒 腫

蕩） 迅 例， 嬢 液 線 症 （Ｓ１壌 繍 棚 鰯１Ｓ１ 至茎例， 線 維 素 牲 唾

液 欝 炎 （Ｓｉ鼠１ｏ劃㏄ 搬１Ｓ 総 鮒 ｏ 鋤 萎 例， ア ミ 泌 イ 将 一

シ 汲 ２ 例， 懸 催 リ ン パ 鰹 婁 鯛， 嬢 蕊 療 至 例 で 彰 る．

醐ｔｔ附 腫 醐 蝦 薦 の嚢 紙 瀦炎， リ ンバ濾聰， 小 悶彬

細 胞浸 欄藷 特徴 扱す る炎縫 健湊 慈 ㌘ある． 線 維繁 燈嬢

液 欝炎 でツ ル トン欝ぷ 夢擁 繊慈 批恕 禽亀 妓リ ー鏡 は嫁

酸 球の集 積 淡藷 明で ア汐ル ギー の関 魯慈泳 駿塞 狐 る
．

唾 液腺症 の ９鰯 は女獲 で 脳 鮒 概１搬 敬 榊ｓ凄箏 無 月 縫を

示 し， 腺 房 の 腫 大 湯 溝 徴 で あ る． ア ミ 湿 イ 済一 シ ス は

血 管 周 囲 の ア ミ１コイ ド フ ィ ブ ” 励ミ観 察 さ 批 る． 悪 性

リ ン パ 腫 の １ 例 は Ｔ ｃｅ至至 リ ン パ 騒 飽 夏 榊 ま ＡＴＬ に

伴う 顎下 腺 腫脹 を示 し淀症 例で あっ恕、

６． 口 建 扁 乎 上 皮 癒 に お け る 熊３、 鵬 脚８， Ｘｉ・６７の

発現 に関 す る免疫 組織 化掌 釣績 討

（歯 科口 鰹外 樽， 沸 一 癒襲）

丸 闘 靖 吏 ・ 機 尾 慈 美 予 ・ 安 藤 智 簿 ・

桑 沢 隆 櫨 ・ 三 寓 慶 璃 ・ 蔑 肉 秀 樹 ・

小 林 複 雄韮

今 醐 ５療 例 の Ｏ鰹 篇 乎 上 皮 癌 塗 糠 襟 本１こ潟 い て 抗

ｐ５３撹体， 抗 ＨＳＰ卿航 体， 航 災１一欲航擁 登 鰍 Ｘ Ａ 跳

渕こて免 療染 亀登 旛行 し、 受の梁 亀縫 を鰯 廉繍 灘掌 酌

講顕 矛、 臨廉 所箆 を約欄 鰯 登検誠 し轍 讐 し淀
．

⑩ 分化痩 別 では鑑 分 稔 醐蒙落 鵬 獅§， 鮎 琶湖 発 親

め 塙 い傾 陶 で 滋つ淀． ⑧ 繍 鰯溺 で１凄遼 行 榊慧む 附 ６７

発踊 牽め塙 い傾 筒 で蕩っ 淀． 臨廉 縫遜 あの亭蟹関 では，

治療 前よ り頸部 リ ンパ 節転移 の み亀狐 浸緩 例で， 鮒 ６７

の 発 現 率カ 塙 く， 塞 花 遼 鰯 転 移 の み ら 槻 走 淀 例 で ぽ，

ＨＳＰ７０， Ｋｉ・６７の 発 現 率湯 塙 か っ 花． ③ ５ 隼 生 存 率 は

ＨＳＰ７０陽牲 群 で 鵬 Ｐ榊陰 控欝１こ沈べ て 猛 下頓 向 で，

Ｋｉ－６７高 度 発 現 群 に お い て も 低 下 頓 向 で あ っ た、

繕 語 ： 口 腔 扁 平 上 皮 癌１こ 繊 双 も ｐ５３， 資ＳＰ７ｅ， Ｋｉ－

６７は 他臓器 瀞 こ認め ら 扱る場 合と ぽ ぽ園様 凌発現 様式

を示 し淀、ま た 鵬 Ｐ湘， 豚６臓 ヨ 鰹轟 平上皮 癌の 予後

推定 困子 として 有霜 であ るこ ㍑ 添 駿さ 扱先．

７． 糖駁 矯ど 皿讐 どの かか 棚 ト 奄筋 内綴 小斑 管に

つい て一

（繁一 繍躍） 金 綴農 爽・

鐙鰯欝麗 刈 淋撰雄

騒逝， 糖 尿繍割 糠 徽こ 繊 Ｘ、 滋 微勤 綴の濫 鰺（賄Ｃ・

ｔｏｒ 醐 脚， 機鰯 醐 騨／繍 請 こ慈１砧 り心筋肉

ば籍綴 血欝 瘤畿 観察 で慈溌 ご ㍑ 喝 糟嚴 痛を 心筋 約細

小 血管 病愛 あの欄 関 縫嚇縮 鰯慈 批 む 嶋． ㍑ 叱 なが

一 ２８９一



１皇Ｏ

ら， 糖 尿病に 特異 的な 病像 を反 映する 心筋 肉細 小血 管

障 害 は ま だ 確 認 さ れ て い な い． 我 々 は 糖 尿 病 例 に お け

る心 筋 内細小 血管 病変 を光 学顕微 鏡と 走養 型電 子顕微

鏡 を 用 い て 観 察 を 行 っ た．

〔樹料 と方 法〕 材料 は臨床 的に 明ら か漆 糖尿 病と診

断 さ れ た 剖 検 例 計６７例 （ 勲 ９， 女１８） を 対 象 と し， う

ち 走 査 型 電 顕 に よ る 観 察 を 行 っ た の は ９ 例 で あ る．

〔結果〕 兇学 顕 微鏡 で心筋 内細 小血 管， 毛 細伽 管領

域の 内皮纏 胞に 腫大 を認 めた
．

走 査型 電顕 による 平面

観 察 で， そ の 内 皮 細 胞 に は 腫 大 と 変 性 を 認 め た． こ の

内 皮 の 腫 犬， 変 性 に つ い て は， 血 菅 の 透 遇 性 充 進 カミ示

唆 さ れ た． さ ら に 光 顕 観 察 し た 都 位 に 隣 接 す る 組 織 を

走査 型電顕 で観 察 してみ ると 網膜 小血管 瘤類 似の 病像

を 認 め 花
．

８
． 心 移 橦 後，拒 絶 反 応 に 対 す る ｒ６ｓ㎝ｅ 効 果 に 関 す

る 痛理 組織 学的 検討

（循 環 器 外 科） 小 見 山 秀 … ・ 八 田 光 弘 ・

野 々 山 真 樹 ・ 星 浩 信 ・ 盤 子 原 幸 宏 ・

前 醐 月大 ・ 斎 藤 聡 ・ 小 柳 仁 ・

華 山直 二

唱 的〕 今回 心臓 移植後 の 心筋生 検 を指標 と して，

拒 絶反 応に 対す る新 薬翻の 投 与方法 と， その 有効 性を

検 討 し， 今 後 の 治 緩 指 針 と し て の 評 価 に 役 立 て る．

〔対 象〕 症 例 １ ４８歳 勇 性， 症 例 ２ ２３歳 男 性．

〔診 断〕 症 例 １， ２ と も 拡 張 型 心 筋 症， 心 室 性 不 整 脈．

〔経 遇〕症 例 皇 は１９９３年 ２ 月 に 渡 米 し， ３ 月 に は 心 臓 移

植カ童施 行 さ れ， 免 疫 抑 制 剤 と し て シク ロ ス ポ リ ン， ス

テ ロイ ドカ書施 行 さ れ，病 理 所 昆 上 と し て も 寛 解 を 認 め，

現 在 は 職 場 復 帰 を 遂 げ， 健 康 な 生 活 を 送 っ て い る． 症

例 ２ は１９９３年 ７ 月 に 心 臓 移 植 を施 行 さ れ， 症 例 王 と 同

様 の免 疫抑徽 剤 を施行 され ていた が後 日 高度 の拒絶 反

応 を 認 め た た め 服 ５０６に よ る 免 疫 抑 鵠 を 施 行 し た と

こ る， そ の 病 理 所 昆 上， 著 明 な 改 善 像 を 呈 し た． そ の

後 も 軽 度 の 拒 絶 反 麻カ音認 め ら れ て い たカミ， 特 別 な 強 化

療 法 を 施 行 ぜ ず に 経 過 し て い る．

〔結 語〕 心 筋生 検に よる 移植後 拒絶 反応 の的 確な 診

断 と， 迅 速 な 治 療カミ
， 延 命 や ＱＯＬ の 向 上 に 重 要 で あ る

と 考 え る
．

９
．

下 墾体 の痛 理学 的検討

（第二 病院 病院 病理 科，
１伺 脳神 経外 科，

２悩

神 経セ ンタ ー外 科）

相 羽 元 彦 ・ 山 本 昌 昭ｉ〕・ 久 保 長 生２）

糸 粒体 （Ｍ１）・ビオ チ ン （酬 の 免疫 染亀 による 下垂

体 ヌ ル セ ル 腺 腫 の 特 徴 付 け を 行 っ た
．

ユ９例 の 下 垂 体 腺

腫の手 術 材料 と遂例 の剖 検例 下垂 体のホ ルマ リ ン固定

パ ラ フ ィ ン 包 埋 材 料 に つ い て， Ｍｉ・Ｂｉ と 下 垂 体 ホ ル モ

ン （ＰＨｓ） に 対 す る 抗 体 を 用 い た 免 疫 染 色 （ＬＳＡＢ 法）

を 行 っ た
．

少 数 例 に は 電 顕 検 索 を 行 っ た、 ｏむＣｏＣ泌Ｃ

ｃｅｌｌ は 腫 犬 し た 細 胞 質 い っ ぱ い に Ｍｉ・ Ｂ１ の 免 疫 染 色

性 租 得 ら れ， 閉 Ｓ は 陰 性 で あ っ た． 下 垂 体 腺 腫 は 免 疫

染 亀 性 に よ り ４ 群 に 分 け ら れ た．① 閉 Ｓ が 良 好 に 染 色

さ れ， Ｍｉ・Ｂｉの 染 色 性 に 乏 し い ９ 腺 種， ② Ｍ１・Ｂｉ の

染 色性カ 浪 好， ＰＨｓの 染亀 樹こ乏 しい４ 腺腫， ③ 閉

陽 性 細 泡 と Ｍｉ・Ｂ１ 陽 性 細 絶 が 共 存 す る ２ 腺 腫， ④

ＰＨｓ も Ｍｉ・ 醐 も 染 色 性 に 乏 し い ４ 腺 腫． ② の 腺 種 は

電 顕 的 に 多 数 の 糸 粒 体 を 有 し て い た． 下 垂 体 の ｏａ－

ｃｏｃｙｔ１ｃ ｃｅｌｌの 確 定 に Ｍ１・ Ｂｉ の 免 疫 染 亀 が 有 効 で あ

り
，

ま た 兇 顕 レ ベ ル で ｎｏｎ－ｏｎＣｏＣｙｔｉＣ ヌ ル セ ル と の 区

分カ朔 瞭と なり， 日常 検体 を用 いて の非 機能性 下垂 体

腫 瘍 の 分 類 に 有 用 で あ る．

玉０
．

ＩＵＧＲ （子 宮 内 発 育 遅 延） と 胎 盤

（病 院病 理 科，
乖母 子総 合医 療セ ンタ ー）

藤 林 真 理 子 ・ 河 上 牧 夫 ・

岩 下 兇 利＃・ 中 林 正 雄ホ

至９９３年王０月 よ り １ 隼 間 の， 母 子 総 含 医 療 セ ン タ ー よ

り 病理検 査に 幽さ れた 胎盤 を通 覧した
．

１． 臨 床 診 断 別 内 訳 の 第 １ 位 は 胴 ＧＲ（３７．５％），第 ２

位 は 妊 娠 申 毒 症 で あ る （１６，２％）．

２． ＩＵＧＲ の 原 因 の 第 １ は 妊 娠 中 毒 症 で あ っ た

（３６
．
７％）

．

３． 妊 娠 中 毒 症 の８４．６％ は ＩＵＧＲ で あ り， 重 症 例 が

多 い こ と を 示 す．

４． 妊 娠栄 毒症 の 胎 盤病 理所 見 と して昆 逃 さ れ や す

い ａｃｕｔｅ ａｔｈｅｒｏｓｉｓ を 供 覧 し た
．

５． 早 期 鍋 離 はＩＵＧＲ を 伴 う も の は 妊 娠 中 毒 症 と 関

係 嚇 あ る が， 非 ＩＵＧＲ は 妊 娠 申 毒 症 と 無 関 係 で， 早 期

剥 離 の 原 因 は 単 一 で は な い．

６． 他施 設 で は原 因不 明 の絨 毛 炎と 妊娠 申 毒 症の 発

生 に 相 関 は な い と い う ｄａｔ婁カ葦あ る が 当 施 設 で は 中 毒

樹 こ お け る 発 生 頻 度カミ高 い．

７． 原 因 解 明， 次 回 の 妊 娠 の 予 後・治 療 方 針 決 定 の た

め， 筋 層 内 へ の ｔｒｏ曲ｏｂｌａｓｔ の 侵 入 障 害 を み る 胎 盤 床

生 検カま推 奨 さ れ る．

１Ｉ． 腎 癌 の 非 癌 部 に お け る ｓｔｅｍ 搬 ｓ皿 脆も鵬ｅ の 発

現 に つ い て 一 組 織 化 学 お よ び…皿 Ｓ伽 ｈ 曲ｒｉｄｉＺ飢ｉ㎝

１二よる 検討 一

（解音ヨ学・発 生生 物学 一 腎 臓病 総合 医療セ ン

タ ー） 西 川 恵 ・ 申 沢 倶 子 ・ 相 川 英 三 ・

一 ２９０ 一




